
　
一
月
十
二
日

　
地
下
の
連
中
に
文
句
言
う
の
は
昨
日
で
止
め
た
。
文
句
を
言
っ
て
か
ら
何

か
が
良
く
な
る
訳
も
な
し
。
そ
れ
な
ら
言
っ
て
る
時
間
が
無
駄
に
な
る
。
無

駄
な
事
は
や
る
ま
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
消
耗
す
る
ば
か
り
だ
し
。

　
今
年
中
に
片
付
け
た
い
事
。

　
・
ひ
ろ
し
ま
ハ
ウ
ス
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
本
作
り
。

　
・
磯
崎
新
論

　
・
開
放
系
技
術
デ
ザ
イ
ン
・
ノ
ー
ト

　
ハ
ー
ド
な
本
を
幾
つ
か
ま
と
め
な
く
て
は
。

　
作
家
論
は
今
よ
り
も
年
を
取
っ
た
ら
書
け
な
い
。
重
源
論
を
途
中
ま
で
書

い
て
投
げ
て
し
ま
っ
た
の
は
今
で
も
心
残
り
な
の
だ
が
、
ア
レ
は
総
合
的
な

歴
史
学
の
素
養
が
な
け
れ
ば
書
け
な
か
っ
た
。

　
朝
、
馬
場
照
道
か
ら
電
話
あ
り
、
健
さ
ん
の
「
生
き
る
道
の
記
録
」
の
、

死
は
闇
の
下
り
は
絶
対
健
が
言
う
訳
ネ
ェ
と
言
う
。
ベ
ー
シ
ー
の
菅
原
も
坂

田
明
も
そ
ん
な
事
言
っ
て
た
か
ら
ね
。
あ
れ
は
ま
ず
い
よ
っ
て
。
私
も
い
く

ら
健
さ
ん
が
弱
っ
て
い
て
も
、
言
う
筈
は
無
い
と
思
い
た
い
の
だ
が
。
死
も

又
光
と
い
う
の
も
、
あ
る
意
味
で
は
安
直
な
救
い
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

生
き
て
も
死
ん
で
も
救
い
は
無
い
さ
。

　
十
一
時
大
学
。
野
村
と
大
阪
北
九
州
の
件
打
ち
合
わ
せ
。
十
三
時
佐
藤
。

面
白
い
形
を
生
み
出
し
た
な
。
十
三
時
半
鈴
木
。
よ
う
や
く
に
し
て
社
会
性

の
欠
如
に
気
付
い
た
ね
。

　
日
曜
日
の
午
後
の
陽
光
が
研
究
室
の
ブ
ラ
イ
ン
ド
か
ら
洩
れ
て
き
て
、
な

ん
だ
か
う
と
う
と
し
て
し
ま
う
。
ネ
パ
ー
ル
の
ナ
ワ
ル
コ
ッ
ト
を
思
い
出
す

な
ぁ
。
峠
の
上
の
小
さ
な
集
落
。
一
本
の
ピ
ポ
リ
の
木
が
あ
っ
て
そ
こ
で
旅

人
は
皆
休
息
を
と
る
。
た
だ
た
だ
休
む
。
子
供
達
が
い
て
花
が
咲
い
て
い
て
、

動
物
た
ち
も
休
ん
で
い
る
。
何
も
し
て
い
な
い
。
遊
ん
で
い
る
。
の
ん
び
り

と
、
ゆ
っ
た
り
と
美
し
い
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
白
い
峰
々
が
真
近
に
あ
る
が
威
圧

的
で
は
な
い
。
平
穏
で
あ
る
。
フ
ッ
と
通
り
過
ぎ
る
の
に
、
あ
れ
程
平
穏
な

場
所
は
な
い
。
十
六
時
自
民
党
婦
人
部
会
広
報
誌
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

　
一
月
十
三
日

　
十
時
地
下
安
藤
修
士
設
計
見
る
。
よ
う
や
く
自
分
の
現
実
に
対
面
し
て
み

よ
う
と
は
し
て
き
て
る
か
な
。
ガ
レ
ー
ジ
ハ
ウ
ス
の
ア
イ
デ
ィ
ア
生
ま
れ
る
。

ス
ケ
ッ
チ
す
る
時
間
さ
え
あ
れ
ば
何
と
か
な
る
の
だ
。
十
四
時
森
川
光
嶋
聖

徳
寺
打
ち
合
わ
せ
。
夜
、
久
し
振
り
に
雄
大
と
飲
む
。
奴
も
色
々
と
考
え
て

は
い
る
ん
だ
。

　
一
月
十
四
日

　
五
時
起
き
。
五
時
半
家
内
に
送
っ
て
も
ら
っ
て
羽
田
へ
。
七
時
半
に
着
け

ば
良
い
の
に
六
時
半
前
に
着
い
て
し
ま
う
。
只
今
機
中
。
今
年
初
め
て
の
旅

だ
な
。
旅
と
仕
事
の
区
分
け
も
つ
か
ぬ
が
、
二
月
三
月
の
超
過
密
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
乗
り
切
れ
る
の
か
と
思
う
が
、
マ
、
や
っ
て
し
ま
う
し
か
な
い
だ
ろ

う
。
十
一
時
に
沖
縄
に
着
く
予
定
。
十
一
時
那
覇
空
港
着
。
十
四
時
名
護
市

役
所
、
岸
本
市
長
面
会
。
だ
い
ぶ
ん
古
く
な
っ
た
が
名
護
市
役
所
の
建
築
は

健
在
。
象
設
計
集
団
の
良
品
で
あ
る
な
。
十
五
時
前
名
桜
大
学
。
キ
ャ
ン
パ

ス
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
比
嘉
理
事
長
と
面
談
。
十
四
時
北
部
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
訪
問
。
名
護
よ
り
那
覇
に
戻
る
。
十
八
時
過
ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー

ホ
テ
ル
着
。
流
石
に
疲
れ
た
。
ホ
テ
ル
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
イ
タ
メ
シ
喰
っ
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て
寝
て
し
ま
う
。
夜
中
に
起
き
て
入
浴
、
頭
を
洗
う
。
こ
う
い
う
時
間
は
嫌

い
で
は
な
い
。
明
日
も
目
一
杯
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ
な
。

　
一
月
十
五
日

　
七
時
四
十
分
起
床
。
ホ
テ
ル
か
ら
の
朝
の
那
覇
市
は
雑
然
と
し
た
ギ
リ
シ

ャ
の
小
都
市
の
よ
う
な
印
象
が
あ
る
。
白
い
箱
が
折
り
重
な
っ
て
い
る
寂
し

い
感
じ
だ
。
平
坦
な
と
こ
ろ
は
米
軍
基
地
に
と
ら
れ
て
ど
う
し
て
も
凸
凹
な

起
伏
に
富
ん
だ
地
形
に
町
が
展
開
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
も
又
ギ
リ
シ
ャ

の
山
の
地
方
都
市
の
地
勢
と
何
と
な
く
似
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
。
白
い
箱
が

多
い
の
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
築
が
多
い
か
ら
だ
。
第
二
次
世
界
大
戦
で
伝

統
的
な
町
並
み
が
破
壊
さ
れ
た
こ
と
か
ら
き
て
い
る
。
沖
縄
で
は
様
々
な
事

象
が
近
代
の
歴
史
と
密
接
な
不
即
不
離
の
関
係
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
す
ぐ

に
理
解
で
き
る
。
東
京
の
表
層
の
繁
栄
で
す
ら
、
沖
縄
の
こ
の
よ
う
な
事
実

の
陰
画
な
の
だ
。
戦
争
の
酷
薄
さ
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
十
時
国
建
地
域
計
画
部
打
ち
合
わ
せ
。
大
方
の
私
の
沖
縄
計
画
の
イ
メ
ー

ジ
を
述
べ
て
、
す
り
合
わ
せ
。
昼
食
後
十
三
時
三
〇
分
琉
球
大
学
へ
。
放
送

大
学
沖
縄
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
尚
弘
子
先
生
訪
問
。
ご
あ
い
さ
つ
。
こ
こ
で

内
閣
府
の
方
々
と
別
れ
、
再
び
名
護
市
へ
。
二
日
間
内
閣
府
の
方
々
に
は
お

世
話
に
な
っ
た
。
一
応
目
的
は
達
成
し
た
。
国
建
ス
タ
ッ
フ
に
再
び
名
護
ブ

セ
ナ
テ
ラ
ス
ま
で
送
っ
て
も
ら
う
。
ブ
セ
ナ
テ
ラ
ス
で
知
人
と
会
う
。
久
志
、

豊
原
、
辺
野
古
地
区
を
見
る
。
久
志
の
自
然
環
境
、
町
並
み
の
保
存
状
態
に

見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
那
覇
空
港
ま
で
送
っ
て
も
ら
い
十
八
時
前
空
港
着
。

十
八
時
二
〇
分
の
羽
田
行
き
に
駆
け
込
む
。
富
山
か
ら
の
飛
行
機
が
今
月
一

杯
羽
田
に
機
材
廻
し
で
飛
ん
で
い
る
ら
し
く
、
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
に
は
載
っ

て
い
な
い
。
二
日
間
良
く
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
し
た
。
二
十
二

時
過
世
田
谷
村
に
戻
る
。
地
下
の
様
子
を
見
て
、
倒
れ
る
よ
う
に
寝
た
。
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